
随
筆

作
者
の
体
験
・
考
え
な
ど
を
⾃
由
に
書
い
た
も
の
︒

有
名
⼈
が
出
す
本
︒

枕
草
⼦

清
少
納
⾔
︵
作
家
・
歌
⼈
︶

平
安
中
期

内
容
は
⽇
記
・
類
聚
︵
る
い
じ
S
︶
・
随
筆

⽇
記

中
宮
定
⼦
に
仕
え
た
話
︒

賢
い
⾔
動
が
出
て
き
て
︑
お
お
︕
a
て
な
る
︒

そ
れ
を
⾔
う
の
は
︑
清
少
納
⾔
か
中
宮

類
聚

テ
g
マ
ご
と
に
感
じ
る
こ
と
を
書
い
て
る
︒

﹁
⿃
は
g
﹂
﹁
美
し
き
も
の
は
g
﹂

随
筆

⾃
然
な
ど
に
つ
い
て
思
a
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
︒

※

春
は
あ
け
ぼ
の
︑
や
う
や
う
⽩
く

⽅
丈
記

鴨
⻑
明
︵
歌
⼈
・
随
筆
家
︶

鎌
倉
初
期

世
の
無
常
を
説
く
︒

※

⾏
く
川
の
な
が
れ
は
絶
え
ず
し
て
︑

※

説
話
﹁
発
⼼
集
﹂
歌
論
﹁
無
名
抄
﹂
も
著
し
て
い
る
︒

徒
然
草

兼
好
法
師
︵
僧
侶
︶

鎌
倉
末
期

無
常
観
︑
儒
教
思
想
︑
王
朝
懐
古
な
ど
︑
思
想
が
多
元
的

※

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
︑
⽇
暮
ら
し
︑

折
た
く
柴
の
記

新
井
⽩
⽯
︵
政
治
家
・
学
者
︶

江
⼾
中
期

⾃
分
の
⽣
い
⽴
ち
や
家
族
な
ど
︑
当
に
随
筆
︒

⽟
勝
間

本
居
宣
⻑
︵
学
者
︶

江
⼾
後
期

⽂
学
や
史
学
な
ど
︑
学
問
研
究
法
や
︑
⾃
⼰
の
体
験
︒

花
⽉
草
⼦

松
平
定
信
︵
政
治
家
︶
江
⼾
後
期

⼈
事
︑
⾵
物
な
ど
の
感
想
︒



歌
物
語
︵
和
歌
が
元
ネ
タ
に
な
*
て
い
る
︒
︶

伊
勢
物
語

未
詳

平
安
前
期

男
の
⼀
代
記
︒
︵
在
原
業
平
と
思
わ
れ
る
︒
︶

⼤
和
物
語

未
詳

平
安
前
期

前
半
は
歌
物
語
︑
後
半
は
説
話

平
中
物
語

未
詳

平
安
中
期

恋
愛
話
︒
平
貞
⽂
と
い
う
男
と
様
々
な
⼥
と
の
恋
愛
︒

→

﹁
威
勢
の
い
い
⼤
和
く
ん
が
ヘ
イ
チ
ç
g
ハ
イ
と
歌
歌
う
︒
﹂

作
り
物
語
︵
フ
1
ン
タ
ジ
4
︶

⽵
取
物
語

平
安
前
期

今
は
昔
︑
⽵
取
の
翁
と
い
う
も
の
あ
り
け
り
︒

か
ぐ
や
姫
︒

宇
津
保
物
語

未
詳

平
安
中
期

前
半
は
こ
と
の
秘
曲
伝
授
︒
後
半
は
求
婚
物
語
︒

落
窪
物
語

未
詳

平
安
中
期

継
⼦
い
じ
め
物
語
︒

継
⺟
に
い
じ
め
ら
れ
た
姫
君
を
貴
公
⼦
が
救
う
︒

継
⺟
は
復
讐
を
受
け
る
が
︑
最
後
に
は
み
ん
なhappy end

→

⽵
を
取
り
に
う
a
ほ
う
a
ほ
と
⾏
a
た
ら
窪
み
に
落
ち
た
︒

物
語



源
⽒
物
語

紫
式
部

平
安
中
期

⽇
本
⽂
学
最
⾼
の
⻑
編
物
語
︒

光
源
⽒
と
い
う
超
絶
イ
ケ
メ
ン
貴
族
が
い
ろ
い
ろ
な
⼥
性
と

恋
愛
を
し
て
い
く
︒
ど
ん
な
に
可
愛
く
な
く
て
も
︑

⼥
性
を
⼤
切
に
す
る
︒
最
⾼
＆
最
⾼
な
の
で
︑

こ
の
後
の
物
語
に
多
分
に
影
響
を
与
え
る
︒

狭
⾐
物
語

未
詳

平
安
後
期

狭
⾐
⼤
将
と
従
妹
の
恋
愛
を
中
⼼
と
し
︑

様
々
な
⼥
性
と
の
恋
愛
と
描
く
︒

夜
の
寝
覚
︵
夜
半
の
寝
覚
︶
未
詳

平
安
後
期

中
の
君
と
中
納
⾔
が
お
互
い
を
思
い
な
が
ら
も
︑

運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
︒

浜
松
中
納
⾔
物
語

未
詳

平
安
後
期

浜
松
中
納
⾔
が
唐
に
⾏
a
て
そ
こ
で
恋
愛
を
し
︑

⽇
本
に
帰
a
て
か
ら
も
︑
恋
愛
を
す
る
話
︒

篁
物
語

未
詳

平
安
後
期

⼩
野
篁
と
い
う
歌
⼈
の
伝
承
を
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
︒

堤
中
納
⾔
物
語

未
詳

平
安
後
期

短
編
集
︒
10
の
短
編
が
︑
四
季
の
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
︒

と
り
か
え
ば
や
物
語

未
詳

平
安
後
期

あ
る
⼤
将
の
兄
妹
が
︑
兄
が
⼥
性
︑
妹
が
男
性
と
し
て

育
て
ら
れ
る
︒
⼥
装
の
兄
と
男
装
の
妹
が
成
⻑
し
て
︑

⾊
々
あ
a
て
そ
れ
ぞ
れ
元
の
性
に
戻
る
話
︒

住
吉
物
語

未
詳

鎌
倉
前
期

継
⼦
い
じ
め
︒

古
本
﹁
住
吉
物
語
﹂
の
リ
メ
イ
ク
だ
と
⾔
わ
れ
て
い
る
が
︑

伝
わ
a
て
い
な
い
︒



歴
史
物
語
・
・
実
際
の
歴
史
を
物
語
⾵
に
語
る
︒

実
話
を
元
に
し
た
ド
ラ
マ
の
よ
う
な
も
の

栄
花
物
語

未
詳

平
安
後
期

編
年
体

59
代
宇
多
天
皇
p
73
代
堀
河
天
皇
ま
で
の
約
２
０
０
年
︒

藤
原
道
⻑
の
栄
華
を
中
⼼
し
て
い
て
︑
と
に
か
く
褒
め
る
︒

⼤
鏡

未
詳

平
安
後
期

紀
伝
体

55
代
⽂
徳
天
皇
p
68
代
後
⼀
条
天
皇
ま
で
の
１
７
６
年
︒

お
じ
い
ち
�
ん
同
⼠
が
会
話
の
中
で
昔
を
振
り
返
る

形
式
で
進
む
︒
栄
華
と
同
じ
時
代
だ
が
︑
褒
め
る
だ
け

じ
�
な
く
て
批
判
も
あ
り
︒

今
鏡

未
詳

平
安
後
期

紀
伝
体

68
代
後
⼀
条
天
皇
p
80
代
⾼
倉
天
皇
ま
で
の
１
４
６
年
︒

⼤
鏡
の
お
じ
い
ち
�
ん
の
孫
娘
が
︑
⼈
々
に
語
る
形
式
︒

⽔
鏡

中
⼭
忠
親
か

平
安
後
期
か
鎌
倉
初
期

編
年
体

初
代
神
武
天
皇
p
54
代
仁
明
天
皇
ま
で
の
１
５
１
０
年
︒

仙
⼈
に
聞
い
た
昔
話
を
⽼
尼
が
書
く
と
い
う
形
式
︒

増
鏡

未
詳

南
北
朝
期

編
年
体

82
代
後
⿃
⽻
天
皇
p
96
代
後
醍
醐
天
皇
ま
で
１
５
０
年
︒

⽼
尼
が
若
い
⼥
房
に
語
a
た
回
想
を
記
録
す
る
形
式
︒

鏡
四
つ
を
﹃
四
鏡
﹄
と
呼
ぶ
︒

※

編
年
体

年
ご
と
に
起
こ
a
た
こ
と
を
記
録
す
る
︒

メ
リ
¬
ト

時
系
列
で
わ
か
る
︒

デ
メ
リ
¬
ト

複
数
の
出
来
事
が
並
⾏
す
る
︒

紀
伝
体

で
き
ご
と
を
ベ
g
ス
に
記
録
す
る
︒

メ
リ
¬
ト

イ
ベ
ン
ト
ご
と
だ
か
ら
︑
わ
か
り
や
す
い
︒

デ
メ
リ
¬
ト

時
系
列
が
ご
ち
�
ご
ち
�
す
る
︒



歴
史
書
・
・
歴
史
を
書
い
た
本
︒

古
事
記

太
安
万
侶

奈
良
時
代

⽇
本
の
歴
史
を
物
語
や
伝
説
な
ど
も
盛
り
込
み
記
録
︒

天
皇
が
神
の
⼦
孫
だ
と
い
う
歴
史
を
書
く
︒

⽇
本
書
紀

舎
⼈
親
王

奈
良
時
代

⽇
本
の
歴
史
を
正
確
に
記
録
︒

中
国
に
献
上
す
る
⽬
的
も
あ
a
た
の
で
︑

伝
説
で
は
な
く
︑
事
実
ベ
g
ス
︒

愚
管
抄

慈
円

鎌
倉
初
期

⽇
本
の
政
治
の
変
遷
を
末
法
思
想
と
道
理
の
理
念
で

説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
︒

神
皇
正
統
記

北
畠
親
房

室
町
g
南
北
朝
時
代

神
代
か
ら
後
村
上
天
皇
ま
で
の
歴
史
を
述
べ
︑

南
朝
の
正
当
性
を
強
調
︒

古
事
記
伝

本
居
宣
⻑

江
⼾

古
事
記
の
注
釈
書



軍
記
物
語

保
元
物
語

未
詳

鎌
倉
前
期

保
元
の
乱
の
顛
末
を
和
漢
混
交
で
記
す
︒

貴
族
の
皇
位
継
承
の
争
い
に
︑
傭
兵
的
に
武
家
を
雇
い

戦
闘
に
︒
そ
の
結
果
︑
武
家
が
政
治
に
参
加
す
る
よ
う
に
︒

平
治
物
語

未
詳

鎌
倉
前
期

平
治
の
乱
を
簡
潔
な
和
漢
混
交
で
記
す
︒

平
家
の
勝
利
と
︑
源
⽒
の
敗
⾛
を
書
く
︒

保
元
の
乱
・
平
治
の
乱

1156

年
︵
保
元1

︶
と1159

年
︵
平
治1

︶
に
京
都
で
相
次

い
で
起
こ
a
た
内
乱
︒
い
ず
れ
も
宮
廷
内
の
権
⼒
争
い
に
原

因
が
あ
り
︑
短
期
間
の
戦
闘
で
勝
敗
が
決
し
た
が
︑
武
⼠
の

時
代
の
到
来
を
告
げ
︑
平
⽒
政
権
が
成
⽴
す
る
き
a
か
け
と

な
a
た
︒

平
家
物
語

信
濃
前
司
⾏
⻑
か

鎌
倉
初
期

平
治
の
乱
で
勝
利
を
収
め
た
平
清
盛
が
栄
華
を
誇
る
︒

琵
琶
法
師
に
よ
a
て
﹁
平
曲
﹂
と
し
て
広
ま
a
た
︒

平
家
の
栄
華
︒

太
平
記

⼩
島
法
師
か

南
北
朝
期

後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕
計
画
か
ら
︑
建
武
の
新
政
︑

南
北
朝
の
分
⽴
︑
室
町
幕
府
の
紛
争
ま
で
を
記
す
︒

曾
我
物
語

未
詳

南
北
朝
期

曾
我
兄
弟
が
⽗
を
討
つ
話
︒

曾
我
物
と
し
て
敵
討
ち
の
似
た
話
が
数
多
く
作
ら
れ
る
︒

義
経
記

未
詳

室
町
前
期

源
義
経
の
幼
年
期
と
︑
追
放
さ
れ
た
後
の
話
︒

判
官
物
と
し
て
︑
義
経
を
主
題
と
し
た
作
品
が
多
く
作
ら

れ
る
︒
後
世
に
影
響
︒



⽇
記

⼟
佐
⽇
記

紀
貫
之

平
安
初
期

最
初
の
か
な
⽇
記
︒
か
な
は
⼥
⽂
字
で
あ
a
た
の
で
︑

仮
名
を
使
う
た
め
に
︑
筆
者
は
⼥
に
な
り
す
ま
し
た
︒

﹁
男
も
す
な
る
⽇
記
と
い
う
も
の
を

⼥
も
し
て
み
む
と
て
す
る
な
り
︒
﹂

蜻
蛉
⽇
記

藤
原
道
綱
⺟

平
安
中
期

藤
原
兼
家
と
の
結
婚
⽣
活
を
息
⼦
道
綱
へ
の
愛
を
21
年

⼥
流
⽇
記
︒

和
泉
式
部
⽇
記

和
泉
式
部

平
安
中
期

筆
者
と
敦
道
親
王
と
の
恋
の
顛
末
︒
歌
も
多
い
︒

紫
式
部
⽇
記

紫
式
部

平
安
中
期

中
宮
彰
⼦
に
つ
か
え
る
⼥
房
で
あ
a
た
筆
者
の
宮
廷
⽣
活
︒

更
級
⽇
記

菅
原
孝
標
⼥

平
安
後
期

源
⽒
物
語
に
憧
れ
る
幼
少
期
︒
苦
労
の
多
い
中
年
期
︑

仏
道
修
⾏
の
晩
年
期
︒
中
流
貴
族
の
典
型
的
な

⼀
⽣
が
綴
ら
れ
て
い
る
︒

讃
岐
典
侍
⽇
記

藤
原
⻑
⼦

平
安
後
期

堀
河
天
皇
に
典
侍
と
し
て
寵
愛
を
受
け
た
筆
者
の
⽇
記
︒

建
礼
⾨
院
右
京
⼤
夫
集

世
尊
寺
伊
⾏
の
娘

鎌
倉
初
期

筆
者
の
平
資
盛
と
の
恋
愛
と
決
別
を
中
⼼
と
す
る
︒

⽇
記
で
は
な
く
︑
私
家
集
と
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
︒

⼗
六
夜
⽇
記

阿
仏
尼

鎌
倉
初
期

京
か
ら
鎌
倉
へ
の
旅
⽇
記
︒
鎌
倉
で
の
滞
在
記
︒

と
は
ず
が
た
り

後
深
草
院
⼆
条

鎌
倉
後
期

後
深
草
院
の
御
所
を
中
⼼
に
︑
寵
愛
を
受
け
た
筆
者
の

さ
ま
ざ
ま
な
恋
愛
模
様
︒
後
半
は
諸
国
⾏
脚
の

懺
悔
修
⾏
の
⽣
活
︒



和
歌
集

万
葉
集

⼤
伴
家
持

奈
良
時
代

⼋
代
集
︵
勅
撰
和
歌
集
︶→

天
皇
の
命
令
で
作
ら
れ
た
も
の
︒

古
今
和
歌
集

紀
貫
之
・
紀
友
則
・
壬
⽣
忠
岑
・
凡
河
内
躬
恒

後
撰
和
歌
集

梨
壺
の
五
⼈
︵
清
原
元
輔
含
む
︶

古
今
の
後
に
選
ば
れ
た
か
ら
後
撰

拾
遺
和
歌
集

藤
原
公
任
︖
花
⼭
院
︖

後
拾
遺
和
歌
集

藤
原
通
俊

⾦
葉
和
歌
集

源
俊
頼

詞
花
和
歌
集

藤
原
顕
輔

千
載
和
歌
集

藤
原
俊
成

こ
こ
ま
で
平
安

新
古
今
和
歌
集

藤
原
定
家
ら

鎌
倉
時
代

→

﹁
古
今
・
後
撰
﹂

﹁
拾
遺
・
後
拾
遺
﹂

﹁
⾦
葉
・
詞
花
・
千
載
﹂

﹁
新
古
今
﹂
の
リ
ズ
ム
で
覚
え
よ
う
︒

私
家
集

和
泉
式
部
集

和
泉
式
部

⼭
家
集

⻄
⾏

⾦
槐
和
歌
集

源
実
朝



説
話
7
昔
話

仏
教
説
話
9
戒
律
で
⽣
活
態
度
を
戒
め
よ
う
と
す
る
︒

世
俗
説
話
�
⽇
常
処
世
の
あ
り
よ
う
︑
⼼
の
も
ち
よ
う
︒

⽇
本
霊
異
記

景
戒

平
安
前
期

⽇
本
最
古
の
仏
教
説
話
集
︒
因
果
応
報
の
説
話
︒

今
昔
物
語
集

未
詳

平
安
後
期

す
べ
て
﹁
今
は
昔
﹂
で
始
ま
る
︒
話
の
数
最
⼤
︒

仏
教
説
話
・
世
俗
説
話

古
本
説
話
集

未
詳

平
安
後
期

前
半
は
和
歌
説
話
︑
後
半
は
仏
教
説
話
︒

発
⼼
集

鴨
⻑
明

鎌
倉
前
期

世
俗
説
話
︒

宇
治
拾
遺
物
語

未
詳

鎌
倉
初
期

世
俗
説
話
︒
現
実
的
で
合
理
的
な
話
︒
庶
⺠
的
︒

閑
居
友

慶
政
上
⼈

鎌
倉
前
期

仏
教
説
話
︒
随
筆
的
⾯
も
あ
り
︒

今
物
語

藤
原
信
実

鎌
倉
中
期

世
俗
説
話
︒
平
安
か
ら
鎌
倉
の
説
話
53
話
︒

⼗
訓
抄

六
波
羅
⼆
﨟
左
衛
⾨

鎌
倉
中
期

世
俗
説
話
︒
⼗
条
の
徳
⽬
を
挙
げ
︑
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い

説
話
を
集
め
て
い
る
︒

古
今
著
聞
集

橘
成
季

鎌
倉
中
期

世
俗
説
話
︒
平
安
か
ら
鎌
倉
の
説
話
︒
７
０
０
話
︒

撰
集
抄

未
詳

鎌
倉
中
期

仏
教
説
話
︒
１
２
０
話
︒

沙
⽯
集

無
住

鎌
倉
中
期

仏
教
説
話
︒
実
話
に
基
づ
く
も
の
も
あ
り
︒


